
昨年度の一般公開の様子

試料としたクロモジ（Lindera umbellata）

断
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
各
地
で
地
域
個
体

群
が
絶
滅
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
近

年
シ
カ
の
分
布
域
は
急
速
に
拡
大
し
つ
つ

あ
り
、
日
本
の
国
土
の
約
７
割
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
で
は
過

去
１
０
０
年
近
く
シ
カ
の
生
息
は
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
１
３
年

に
茨
城
県
と
福
島
県
の
県
境
に
あ
る
八
溝

山
で
シ
カ
の
姿
が
記
録
さ
れ
て
以
降
、
継

続
的
に
目
撃
情
報
が
報
告
さ
れ
、
近
年
は

茨
城
県
南
西
部
で
も
姿
が
確
認
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
福
島

大
学
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
研
究
科
の
高

木
俊
人
氏
（
博
士
後
期
課
程
３
年
）
お
よ
び
兼

子
伸
吾
准
教
授
、
森
林
総
合
研
究
所
、
茨

城
県
自
然
博
物
館
な
ど
と
の
共
同
研
究
に

お
い
て
、
茨
城
県
南
西
部
で
得
ら
れ
た
シ

カ
の
個
体
情
報
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、

周
辺
地
域
の
シ
カ
も
含
め
た
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
析
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
茨
城
県
南
西
部
に
出
現
し
た
３

個
体
は
す
べ
て
１
歳
の
オ
ス
ジ
カ
で
、
い

ず
れ
も
日
光
地
域
の
シ
カ
と
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
遺
伝
子
型
が
完
全
に
一
致

森
林
資
源
で
あ
る
ク
ロ
モ
ジ
を
よ
り
効
率

的
に
利
用
す
る
た
め
に
重
要
な
成
果
と
い

え
ま
す
。

高
級
楊
枝
作
り
が
受
け
継
が
れ
て
い
る

千
葉
県
君
津
市
近
辺
の
３
地
点
に
自
生
す

る
複
数
の
個
体
を
対
象
に
、
同
じ
年
の
６

月
（
成
葉
期
）
か
ら
10
月
（
落
葉
期
）
に
か
け

て
継
続
的
に
採
取
し
た
葉
と
枝
（
写
真
）
に

含
ま
れ
る
抽
出
成
分
を
個
体
別
に
調
べ
ま

し
た
。
香
り
な
ど
に
関
係
す
る
テ
ル
ペ
ノ

イ
ド
化
合
物
群
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
生

育
環
境
が
同
じ
で
も
、
化
合
物
の
種
類
や

含
有
割
合
が
個
体
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
個
体
は
季
節
の

影
響
を
あ
ま
り
受
け
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
的
な
成
分
組
成
を
維
持
し
て
い
る
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。

ク
ロ
モ
ジ
は
こ
れ
ま
で
、
同
じ
地
域
に

自
生
す
る
個
体
に
は
ど
れ
も
同
じ
よ
う
な

成
分
が
含
ま
れ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
実
際
に
は
個
体
ご
と
に
個
性
豊
か

で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

（
本
研
究
成
果
は
、
２
０
２
２
年
11
月
に J

o
u
rn
a
l 

o
f W
o
o
d
 S
c
ie
n
c
e
 

で
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
さ
れ

ま
し
た
）

▲持続可能な開発目標 (SDGs）

森林総合研究所は、森林・林業・木材産業等の幅広い研究を通して、国連の持続可能な開発
目標（SDGs）の達成に積極的に貢献しています。該当する目標と記事のページ数は、上記
の通りです。

P.3, 8, 14, 16,
   18, 20

P.3, 8, 14, 16,
   18, 20

P.3, 8, 14, 16,
   18, 20

夏
の
一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

森
林
総
合
研
究
所（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）で

は
、
小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間
に
合
わ
せ

て
７
月
28
日（
金
）に
一
般
公
開
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
、
研
究
成
果
の
紹
介
や
体
験

型
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
多
数
ご
用
意
す
る
予

定
で
す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
開
催

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
等
の
最
新
情
報
は
、
森
林
総
合
研
究
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ
森林総合研究所
企画部　広報普及科　広報係　
TEL　029-829-8372
Email　kouho@ffpri.affrc.go.jp

プレスリリース等の最新
情報はこちらから→

https://www.ffpri.affrc.
go.jp/index-r.html

森
林
総
合
研
究
所
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

●
シ
カ
は
川
沿
い
に
や
っ
て
き
た
⁉

１
０
０
年
ぶ
り
に
茨
城
県
南
西
部
に
出
現

し
た
シ
カ
の
由
来
を
推
定

ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
明
治
時
代
か
ら
昭
和
時

代
前
半
に
か
け
て
の
強
力
な
狩
猟
圧
に

よ
っ
て
個
体
数
が
激
減
し
、
生
息
地
が
分

し
ま
し
た
。
茨
城
の
３
個
体

は
い
ず
れ
も
日
光
地
域
を

源
流
と
す
る
鬼
怒
川
の
近

く
で
捕
獲
・
発
見
さ
れ
て
お

り
、
日
光
地
域
の
若
い
オ
ス

ジ
カ
が
河
川
敷
や
河
川
沿

い
に
広
が
る
緑
地
を
利
用

し
て
茨
城
県
内
ま
で
移
動

し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま

し
た
。

（
本
研
究
成
果
は
、
２
０
２
２
年

に
野
生
生
物
と
社
会
学
会
の
会
誌

『
野
生
生
物
と
社
会
』
10
巻
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
）

森
林
総
合
研
究
所
研
究
成
果

●
生
育
環
境
が
同
じ
で
も

ク
ロ
モ
ジ
の
香
り
成
分
は
〝
十
本
十
色
〞

楊よ
う

枝じ

や
精
油
の
原
材
料
と
な
る
落
葉
低

木
ク
ロ
モ
ジ
に
含
ま
れ
る
香
り
成
分
は
、

同
じ
生
育
環
境
で
あ
っ
て
も
個
体
に
よ
っ

て
組
成
の
違
い
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
香
り
成
分
を
多
く
含
む
個
体
を

利
用
し
た
栽
培
技
術
な
ど
、
日
本
固
有
の

ミトコンドリアDNA解析により明らかとなった茨城県
南西部のシカ（黒点は採集地点）の出自。

群馬県

埼玉県

東京都

神奈川県

千葉県

茨城県

栃木県
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